












































































































































































都道府県 製造品出荷額 比 率
静 岡 県 818，929 12．0
愛 媛 県 521，069 7．9
埼 玉 県 437，293 6．1
北 海 道 406，610 5．9
愛 知 県 401，734 5．4
大 阪 府 343，342 5．0
兵 庫 県 342，739 4．4
神奈川県 240，039 3．4
宮 城 県 216，803 2．9































































































四国中央市 178 8，271 486，621 6．8 2，734
富 士 市 245 8，966 448，763 6．3 1，832
東 大 阪 市 140 2，456 49，385 0．7 353
春 日 井 市 76 2，470 133，838 1．9 1，761
静 岡 市 53 1，231 30，020 0．4 566
富 士 宮 市 49 2，121 91，811 1．3 1，874
高 岡 市 28 944 65，780 0．9 2，349






石 巻 市 11 1，206 109，184 1．5 9，926
苫 小 牧 市 8 1，480 143，524 2 17，941
八 戸 市 6 1，159 98，199 1．4 16，367
釧 路 市 9 698 85，822 1．2 9，536
岩 国 市 9 1，021 71，475 1 7，942
阿 南 市 6 883 51，015 0．7 8，503
米 子 市 6 414 49，927 0．7 8，321
明 石 市 7 359 37，492 0．5 5，356
図表4 類型別市町村別紙パルプ産業の集積（’10） （単位：百万円，％）
（出所）同上。

































































































































































































項 目 全 国 愛 媛 県 静 岡 県
事 業 所 数 7，391 225 537
従 業 員 数 Ａ 204，994 9，769 18，647
現 金 給 与 総 額 862，731 43，992 84，071
原 材 料 使 用 額 等 5，027，966 388，098 529，298
製造品出荷額等 Ｂ 7，794，835 521，069 818，929
粗 付 加 価 値 額 Ｃ 2，662，342 198，182 277，722
有形固定資産年末高 3，350，572 326，569 511，380
Ｃ ／ Ａ 13 20．3 14．9

















































































事 業 所 従 業 者 出 荷 額 等
事業所数 比 率 従業者数 比 率 出荷額等 比 率
県外資本合計 175 4．9 19，951 20．8 1，592，399 48．5
石油・石炭 7 53．8 476 89．5 278，793 99．4
非 鉄 金 属 5 45．5 873 78．2 244，227 97．5
化 学 22 48．9 4，387 83．5 344，226 94
電 気 機 械 19 15．6 6，606 54．1 333，022 83．3
飲料・たばこ 4 6．7 323 25．5 110，342 80．4




















































































































































区 分 全 国生産高
富 士 市 四 国 中 央 市
生産高 割 合 全国比 生産高 割 合 全国比
紙
新聞巻取紙 3，454，589 32，370 1．1 0．9 787，480 25．6 22．8
印 刷 用 紙 7，700，530 543，020 18．7 7．1 1，139，803 37 14．8
情 報 用 紙 1，419，528 233，335 8 16．4 102，590 3．3 7．2
包 装 用 紙 785，658 131，401 4．5 16．7 122，545 4 15．6
衛 生 用 紙 1，776，141 449，613 15．5 25．3 235，510 7．6 13．3
雑 種 紙 695，473 125，757 4．3 18．1 62，835 2 9
小計 15，831，919 1，515，496 52．2 9．6 2，448，763 79．5 15．5
板 紙 10，436，033 1，389，554 47．8 13．3 631，011 20．5 6
























































































































































28 松山大学論集 第25巻 第1号
で，量的に紙パルプ産業の集積度合いに格差があるだけでなく，集積している
紙パルプ産業の実態も大きく異なる。すなわち，木材チップからパルプ・製紙
一貫工場が集積した地域と製紙一貫工場だけでなく多種多様な紙加工業が集積
した地域とがある。前者は大企業の製紙工場が集積した結果，紙パルプ産業の
工業出荷額が大きいものの，事業所数が限られていることが示すように，横へ
の広がりに欠け，下流部門の紙加工業を担う中小企業群の集積がほとんどみら
れない。後者においては，製紙一貫工場だけでなく，木材チップからパルプ・
製紙の一次加工から多種多様な紙製品加工等の二次加工業が集積し，大企業の
製紙工場だけでなく，中堅中小企業や零細企業の工場が集積している。
第4に，紙パルプ産業が内発的に集積し，一次加工業だけでなく二次加工業
も集積した地域の間においても，集積している紙パルプ産業の実態が大きく異
なる。量産型で低付加価値の紙製品を生産する静岡県富士市と多品種少量生産
型で付加価値の高い紙製品を生産する愛媛県四国中央市とでは，集積している
紙パルプ産業の実態が大きく異なる。前者においてはトイレットペーパーや
ティッシュペーパー等の量産品において高い競争力を有するのに対して，後者
において付加価値の高い特殊紙・機能紙を活用した多品種少量型の紙製品加工
業が集積している。前者は日本列島の中心部に位置し，首都圏や中部・近畿圏
等の大都市圏市場に近接しているにも拘わらず，量産型で低付加価値製品の比
重が大きい。他方，後者は，水・土地等の自然資源に恵まれず，かつ，遠隔地
にあって，条件不利地域であるにも拘わらず，機能紙・特殊紙の開発に注力
し，相対的に付加価値が高い多品種少量型生産体制を構築している。素材革命
の成果を積極的に取り入れ，紙産業をベースにしつつ，新しい産業分野に展開
しているところに特徴がある。
四国中央市の紙パルプ産業は典型的な紙産業クラスターを形成しているので
あり，その実態の詳細な分析は別稿の課題としたい。
紙パルプ産業の地域集積 29
